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□住宅に関する資料等もフリーダイヤルにてご請求下さい。
　資料等をお送り致します。 0120 -079 -089

姶 良『 H 2 V 』展 示 場  公 開 中 ！
姶良市宮島町56-10 付近　姶良『V2H』モデル 停電時、車から家へ電気を供給できる『V2H』

システム搭載。感染症を提言できる循環空調シ
ステムと相乗効果のある設備。鹿児島に家族の
日常と健康を守る家が完成しました。
2020年からは､自活エネルギー住宅の本格的な
ZEH(ゼッチ）の時代を迎えます。
『V2H』住宅は、太陽光発電を主軸に「自活エ
ネルギー住宅」を実現。
住宅とＥＶ自動車が連結し、家庭用蓄電池の10
倍以上の蓄電能を持つＥＶ自動車が、停電時等
の家庭用電源としても機能します。
松下孝建設がご提案する近未来型の自活エネル
ギー住宅を是非ご体感ください。
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丁寧に仕上げられた『和』の意匠は

静謐な美しさを

いつまでも『楽』しめる

和 楽 展 示 場  公 開 中！ハイブリッド・エコ・ハートQ
「エアコン1台、全室低温空調暖冷房」　

鹿児島の気候に適した高気密・高断熱と「循環空調」システムの「和」
をイメージしたモデルハウスです。一般家庭用のリビングサイズのエア
コンで室内空間のすべてが温度差なく、一年中を快適に過ごせます。
高性能樹脂サッシと24時間計画換気で、結露の発生を防ぎ、家族の健康
と住宅の高耐久性を実現しました。
ZEH基準を標準クリアした外皮性能とハウス・オブ・ザ・イヤー2013で
大賞を受賞した公的にも認められた施工技術の粋。外装、内装共にこれ
までの松下孝建設とは少し違う趣を感じてください。
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今
後
10
年
間
の
住
宅
政
策
の
指
針
と
し
て
本
年
3
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
住
生
活
基
本
計
画
」。

「
住
生
活
基
本
計
画
」
は
、
10
年
間

の
国
の
事
情
や
住
宅
の
抱
え
る
課
題

を
元
に
、
計
画
さ
れ
5
年
ご
と
に
見

直
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
基
本
計
画

か
ら
は
、
我
が
国
の
住
ま
い
の
あ
り

方
、
住
ま
い
に
求
め
る
国
の
目
標
が

見
え
て
き
ま
す
。
前
の
計
画
か
ら
10

年
経
過
し
新
「
住
生
活
基
本
計
画
」

が
本
年
3
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
は
、
我
が
国
の
事
情

だ
け
で
計
画
が
立
案
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
地
球
温
暖
化
や
コ
ロ
ナ
禍
を

踏
ま
え
た
、
感
染
拡
大
や
脱
炭
素
社

会
へ
向
け
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
計
画

立
案
が
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

2
0
1
5
年
に
国
連
総
会
で
決
議
さ

れ
た
「
S
D
G
s
＝
持
続
可
能
な
開

発
目
標
」
で
世
界
的
な
脱
炭
素
社
会

へ
の
気
運
の
高
ま
り
を
受
け
る
中
で

計
画
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
4
月

の
日
米
会
議
で
管
首
相
は
2
0
3
0

年
ま
で
に
2
0
1
3
年
度
比
で
46
％

の
温
暖
化
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
を
表

明
し
、
小
泉
環
境
大
臣
は
目
標
達
成

の
た
め
に
は
「
住
宅
や
ビ
ル
に
太
陽

貴
方
が
今
、建
て
よ
う
と
し
て
い
る
住
宅
は
10
年
後
の
国
の
目
標
と
合
致
し
て
い
ま
す
か
！

10
年
間
の
住
ま
い
の
あ
り
方
を

問
う「
住
生
活
基
本
計
画
」。

脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
、世
界
は

す
で
に
動
き
出
し
て
い
る
。

「
住
生
活
基
本
計
画
」の
見
直
し
と

強
化
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
。

住
宅
の「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
」義
務
化

か
ら
、日
本
の
住
宅
も
逃
れ
ら
れ
な
い
。

「
住
生
活
基
本
計
画
」の

3
視
点
と
8
目
標
に
つ
い
て
。

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
住
宅
建

築
は
、
目
先
の
デ
ザ
イ
ン
性
な
ど
ば

か
り
で
は
な
く
、
将
来
の
生
活
環
境

に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

禍
の
「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
（
在
宅
勤

務
）
や
リ
モ
ー
ト
学
習
な
ど
は
、
コ

ロ
ナ
禍
だ
け
の
一
過
性
の
も
の
か
ら

働
き
方
改
革
を
一
挙
に
進
め
る
契
機

に
な
り
、
今
回
の
「
住

生
活
基
本
計
画
」
の
策

定
で
も
、
最
も
主
要
な

目
標
に
な
り
ま
し
た
。

遅
れ
て
い
た
デ
ジ
タ
ル

化
が
、
我
が
国
に
も
定

着
し
て
い
く
き
っ
か
け

光
パ
ネ
ル
設
置
の
義
務
付
け
を
考

る
べ
き
」
と
発
言
、
す
で
に
米
国

の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
な
ど
で
は
、

住
宅
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置

義
務
化
が
始
ま
っ
て
お
り
、
日
本

で
も
「
原
子
力
や
石
炭
火
力
」
で

は
な
い
「
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
優

先
」
の
考
え
で
、
国
土
交
通
省
や

関
係
各
省
と
の
協
議
を
開
始
す
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

﹁
住
生
活
基
本
計
画
﹂と
10
年
後
の
住
宅
予
測
？

　
下
表
・
1
の
①
・
②
・
③
の
表
題

が
「
住
生
活
基
本
計
画
」
の
3
視
点

に
な
り
ま
す
。
3
視
点
に
関
連
し
た

目
標
が
①
・
②
・
③
の
視
点
に
付
随

し
て
い
る
目
標
1
〜
8
に
な
り
ま
す
。

目
標
1
の
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
と
い
う
言

葉
は
「
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆

使
し
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
時
代
に
対
応

す
る
た
め
の
企
業
変
革
」
と
い
う
意

味
の
ビ
ジ
ネ
ス
用
語
で
す
が
、
こ
れ

を
住
宅
に
当
て
は
め
る
と
、
こ
れ
か

ら
の
住
宅
に
必
要
な
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
、
昔
の
書
斎
が
復
活
す
る
こ
と
に

な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
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昔
の
住
宅
は
温
熱
環
境
が
悪
い
た
め

暖
房
の
為
に
、
個
室
中
心
の
住
宅
造

り
で
個
室
分
の
冷
暖
房
が
必
要
で
し

た
が
、
温
熱
環
境
が
改
善
さ
れ
る
と

住
宅
全
体
が
共
有
ス
ペ
ー
ス
に
な
り

暖
冷
房
も
エ
ア
コ
ン
一
台
で
確
保
で

き
る
よ
う
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
基
本
計
画
で
は
「
社
会
環

境
の
変
化
」
「
居
住
者
･
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
「
住
宅
ス
ト
ッ
ク
･
産
業
」

の
3
つ
の
視
点
が
示
さ
れ
、
そ
れ
に

基
づ
く
8
つ
の
政
策
目
標
が
掲
げ
ら

れ
ま
し
た
。
」
「
社
会
環
境
の
変

化
」
の
視
点
で
は
「
新
た
な
日
常
」

の
進
展
や
自
然
災
害
に
備
え
た
住
環

境
の
重
要
性
と
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た

「
地
域
住
居
」
の
生
活
状
況
に
応
じ

た
住
み
替
え
。
と
い
っ
た
住
ま
い
の

多
様
化
･
柔
軟
化
、
災
害
リ
ス
ク
を

計
算
に
入
れ
た
、
安
全
な
住
宅
造
り

と
共
に
、
住
宅
の
安
全
を
担
保
で
き

る
住
宅
地
の
形
成
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
管
首
相

が
宣
言
し
た
我
が
国
の
温
暖
化
対
策

「
2
0
5
0
年
」
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
、

住
宅
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
の
さ
ら

な
る
向
上
が
求
め
ら
れ
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
と
も
に
重
要
な
住
宅
の
長
寿

命
化
の
基
本
と
な
る
「
長
期
優
良
住

宅
」
や
「
Ｚ
Ｅ
Ｈ
」
の
拡
充
を
図
る

事
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
更
に
、
世

代
間
距
離
を
縮
め
て
、
他
世
代
が
共

存
で
き
る
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

形
成
や
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機

能
を
整
備
し
て
、
既
存
住
宅
の
流
通

の
活
性
化
等
を
積
極
的
に
進
め
て
い

く
こ
と
等
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
宅
の
二
酸
化
炭
素
削
減
は
、
地
球

温
暖
化
対
策
の
国
際
的
な
枠
組
で
あ

る
「
パ
リ
協
定
」
の
達
成
の
た
め
、

今
ま
で
主
役
の
座
か
ら
外
れ
て
い
た

ア
メ
リ
カ
が
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
登

場
で
、
そ
の
主
役
の
座
に
返
り
咲
こ

う
と
し
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ン
プ
前
大

統
領
と
共
に
温
暖
化
･
大
気
汚
染
対

策
か
ら
逃
れ
て
い
た
、
中
国
を
含
め

た
40
カ
国
以
上
の
国
際
会
議
が
ア
メ

リ
カ
主
導
で
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
進
国
と
後
進
国
を
使
い
分
け
て
来

た
中
国
も
近
年
の
世
界
情
勢
で
は
、

使
い
分
け
も
出
来
な
く
な
り
、
よ
う

や
く
身
の
丈
に
あ
っ
た
対
策
を
講
じ

る
必
要
性
を
感
じ
始
め
て
い
る
よ
う

で
す
。
わ
が
ま
ま
な
一
国
主
義
か
ら

自
ら
が
言
う
大
国
と
し
て
、
世
界
と

強
調
し
環
境
問
題
に
取
り
組
む
べ
き

態
勢
を
整
え
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

「
住
生
活
基
本
計
画
」
で
国
土
交
通

省
は
、
2
0
3
0
年
ま
で
に
住
宅
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
2
0
1
3
年

比
で
18
％
の
削
減
目
標
を
掲
げ
ま
し

た
。
2
0
1
8
年
時
点
で
の
削
減
量

は
2
0
1
3
年
比
3
％
で
、
こ
の
動

き
を
加
速
す
る
に
は
、
2
0
2
0
年

の
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
」
の
義
務

化
を
反
故
に
す
る
よ
う
な
動
き
は
許

さ
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
我
が
国

に
は
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
」
未
達

成
住
宅
が
多
く
、
脱
炭
素
化
で
世
界

に
後
れ
を
取
っ
て
い
る
大
き
な
原
因

に
な
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
削
減
が
、
我

が
国
の
脱
炭
素
社
会
へ
の
鍵
を
握
る

施
策
と
な
り
、
国
土
交
通
省
も
「
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
」
の
義
務
化
に
本

格
的
に
取
り
組
む
方
向
に
舵
を
切
り

ま
し
た
。
松
下
孝
建
設
は
、
全
て
の

低
炭
素
化
の
課
題
を
ク
リ
ア
ー
し
皆

様
の
ご
用
命
に
お
応
え
致
し
ま
す
。

①

②

③

「
社
会
環
境
の
変
化
」

か
ら
の
視
点

「
居
住
者
・
コ
ミ
ニ
ュ

テ
ィ
」か
ら
の
視
点

住
宅
ス
ト
ッ
ク
･

産
業
」か
ら
の
視
点

目標1 目標2

目標3 目標4 目標5

目標6 目標7 目標8

表・1

　　　2021年（令和3年）4月28日（水曜日）

脱炭素社会に向け
住宅循環システム
の構築と良質な住
宅ストックの形成

｢新たな日常」や
ＤＸの進展等に対
応した新しい住ま
い方の実現

子供を産み育てや
すい住まいの実現

頻発･激甚化する
災害心ステージに
おける安全な住宅
地の形成と被災者
の住まい確保

多様な世代が支え
高齢者等が健康で
安心して暮らせる
コミュニティの形
成とまちづくり

空き家の状況に応
じた適切な管理･
除却・利活用の一
体的推進

居住者の利便性や
豊かさを向上させ
る住生活産業の発
展

住宅確保要配慮者
が安心して暮らせ
るコミュニティ機
能の整備

10年後？


